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川崎市ふるさと納税活用事業報告書（令和３年度） 

 

令和 3 年 4 月 1 日から令和 4 年 3 月 31 日までに皆様からいただきました寄附金※につ

いて、ご指定いただきました使いみちに従い、以下の事業に活用させていただきました。 
 

皆様にご選択いただいた寄附分野 寄附金額 

1.感染症対策 351 万円 

2.災害復旧 95 万円 

3.安全・安心 1,716 万円 

4.福祉・こども支援・教育 1 億 1,335 万円 

5.芸術・文化・スポーツ 5 億 3,063 万円 

6.環境・公園・みどり・動物愛護 4,057 万円 

7.都市拠点の整備・地域経済/臨海部の活性化 2,686 万円 

8.市民自治のまちづくり 1,099 万円 

9.市長おまかせ 1 億 8,230 万円 

合計 9 億 2,632 万円 

 

 

 

１．感染症対策 

【新型コロナウイルス感染症への対応】 
新型コロナウイルス感染症対策に取り組むため、「感染症対策事業」に活用しました。 

 

2．災害復旧 

【令和元年東日本台風により被災した市民ミュージアムの被害復旧】 

被災した市民ミュージアムの収蔵品修復に活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（修復前） （修復後） 

※令和 3 年度中に個人の方からいただいたすべての寄附を対象としています（法人からの寄附は含みません）。 

※19 世紀写真（フィリップ・ポトー「遣欧使節団」） 
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3．安全・安心 

【危機管理・防災対策の推進】 
避難場所等の標識盤面張替に活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【消防力の総合的な強化】 
消防隊及び救急隊が使用する資器材の整備に活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．福祉・こども支援・教育 

【長寿社会福祉の振興】 
地域福祉計画の策定・進捗管理を行うとともに、各区で地域振興を推進する取組を行うため、

「地域福祉計画策定事業」に活用しました。また、「介護老人福祉施設等運営費貸付金」等の

財源となる基金へ積み立てました。 
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【障害者福祉の向上】 

障害福祉施策の総合計画「第５次かわさきノーマライゼーションプラン」に基づいた、「地域リ

ハビリテーション」の構築に向けた取り組みを推進するなど、障害者福祉の向上に取り組み、障

害者の社会参加の促進を図る施策の財源を確保するため、基金へ積み立てました。 

 

【かわさき健康福寿プロジェクト】 

  かわさき健康福寿プロジェクトの推進のため、イベント等の費用の一部として活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【頑張る子ども・若者を応援する互助のまちづくりの推進】 

未来を担う子ども・若者の経済的な理由による機会格差をなくす取組や、頑張る子ども・若

者の挑戦を後押しする事業の資金に充てるため、基金に積み立てました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総合的なこども支援の推進】 
市内の公立保育園の玩具・保育教材等や、ひとり親家庭等の支援に活用しました。 
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【災害遺児等への支援】 
災害遺児等及びその家庭の福祉の増進を図るための事業を実施するため、災害遺児等援

護事業基金に積み立てました。 

 

【教育活動の充実】 

義務教育施設の設備等の工事や、消耗品等の購入、経済的な理由のため就学が困難な児

童生徒への援助に活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校ふるさと応援寄附金】 
各学校の課題解決及び独自の取組のため、児童生徒活動用の備品、消耗品等に活用しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日本民家園の古民家等の保存・整備の推進】 
日本民家園で実施する古民家の修繕・園路補修等へ活用しました。 
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【青少年科学館のプラネタリウムや博物館資料の充実】 

青少年科学館（かわさき宙と緑の科学館）のプラネタリウムや自然に関わる博物館資料の充

実などに活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．芸術・文化・スポーツ 

【「音楽のまち・かわさき」の推進】 

「かわさきジャズ」の開催など、「音楽のまち・かわさき」を推進する事業に活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【「映像のまち・かわさき」の推進】 

「かわさきシネマアワード」の開催など、「映像のまち・かわさき」を推進する事業に活用しまし

た。 
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【市民による文化活動の推進】 
川崎・しんゆり芸術祭（アルテリッカしんゆり）での市民ボランティア活動などに活用しまし

た。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害の有無に関わらず誰もが文化芸術に取り組める環境づくり】 
公益財団法人川崎市文化財団補助金に充当し、「障害の有無に関わらず誰もが文化芸術

に取り組める環境づくり」に活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【浮世絵等活用事業】 

「浮世絵等活用事業」に充てるため、文化振興基金に積み立てました。 
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【藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムの充実】 

藤子・F・不二雄ミュージアムの充実に活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【国際交流活動の推進】 

国際交流センターの維持補修及び国際交流協会補助金に充当し、国際交流活動の推進に

活用しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【「スポーツのまちづくり」の推進】 

「障害などの有無に関わらず誰もがスポーツ・運動に親しんでいるまち」の形成に向けて、パ

ラスポーツの普及促進に活用するとともに、一部をスポーツ振興基金に積み立てました。 

 

 

 

 

 

 

  

@Fujiko-Pro @Fujiko-Pro 
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【等々力陸上競技場の整備】 
等々力陸上競技場の整備のため、基金へ積み立てました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．環境・公園・みどり・動物愛護 

【地球温暖化対策の推進】 
川崎市地球温暖化防止活動推進センターを通じた脱炭素に関わる普及活動等に活用しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【夢見ヶ崎動物公園の飼育環境の充実】 
夢見ヶ崎動物公園の動物のえさ代や医薬品などに活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



p. 9 
 

【多摩川における豊かな河川空間の創出】 

多摩川緑地の維持管理等に活用しました。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
【公園緑地の整備・緑の創出】 

市民 150 万本植樹運動植樹祭の樹木等に活用しました。 

 

【緑地の保全】 

特別緑地保全地区等の管理施設の補修に活用したほか、緑地保全の財源となる基金に積

み立てました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安全で快適な道路・河川・水路の整備】 

麻生区内の道路等の補修に活用しました。 
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【動物愛護センターの動物等への支援】 

動物愛護センターに収容された犬猫に必要な飼料、医薬品などを購入し、将来的な動物愛

護事業の財源となる基金へ積み立てました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【御幸公園の梅林の復活】 

梅の植樹等を行うために活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7．都市拠点の整備・地域経済/臨海部の活性化 

【小中学生向け科学技術副読本の充実】 
小中学生向け科学技術副読本について、GIGA スクール構想に対応した電子版のコンテン

ツの企画及び検討・作成に活用しました。 
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【起業者育成とベンチャー企業支援の充実】 
起業家支援拠点「Kawasaki-NEDO Inovation Center (K-NIC)」の運営や、研究開発

型ベンチャー企業の成長を支援するプログラムの実施等により、起業家の創出やベンチャー企

業の成長促進の取組に活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地産地消の推進】 
「かわさきそだち」を利用した料理動画の配信など、市内産農産物の普及啓発に活用しまし

た。 

 

 

 

 

 
 
【キングスカイフロントの拠点整備や最先端技術の振興】 

殿町国際戦略拠点キングスカイフロントの拠点整備や最先端技術を振興する事業に活用し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 @yoshiyasu uchiyama 
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8．市民自治のまちづくり 

【区における地域のまちづくりの推進（市民文化局）】 
「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」に基づき、区域レベルの拠点となる場「ソーシ

ャルデザインセンター」及び地域レベルの居場所「まちのひろば」の創出に向けた検討等に活

用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【区における地域のまちづくりの推進（中原区）】 
コロナ禍でも地域コミュニティ活性化を推進するため、商店街と連携し、各種教室やイベント

開催に活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【区における地域のまちづくりの推進（高津区）】 
地域防災力の向上に向けた平瀬川氾濫警報装置の設置に係る費用の一部や、避難所運営

用品購入費用の一部として使用しました。 
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【区における地域のまちづくりの推進（宮前区）】 
新型コロナウイルス感染症対策強化のため、区役所窓口整備に活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9．市長おまかせ 

【市政全般に対する寄附】 
川崎市政全般に活用しました。 


